
『
禅
宗
綱
目
』
の
思
想
的
考
察

高

柳

さ
つ
き

一
　
は
じ
め
に

『
禅
宗
綱
目
』（
一
二
五
五
年
）
は
、
明
恵
の
弟
子
で
あ
る
証
定
（
一
一
九
四
～
？
年
）
が
禅
を
華
厳
教
学
と
の
関
わ
り
で
論
じ
た
論
書

で
あ
る
。
証
定
は
十
九
歳
で
明
恵
に
弟
子
入
り
し
た
も
の
の
晩
年
は
還
俗
し
た
よ
う
で
伝
記
等
も
な
く
、ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

凝
然
の
『
華
厳
法
界
義
鏡
』
下
巻
や
『
内
典
塵
露
章
』
に
明
恵
の
弟
子
の
一
人
と
し
て
喜
海
等
と
共
に
名
前
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
『
禅
宗
綱
目
』
に
は
大
屋
徳
城
（
一
九
二
八（

１
））、

鎌
田
茂
雄
（
一
九
七
五（

２
））、

拙
稿
（
二
〇
一
四（

３
））

の
先
行
研
究
が
あ
る
。

大
屋
徳
城
は
「
証
定
は
高
弁
に
受
け
、
高
弁
は
澄
観
、
宗
密
、
通
玄
に
承
く
。
証
定
『
禅
宗
綱
目
』
を
撰
し
て
、
達
磨
の
禅
を
叙
す
と

雖
も
、
華
厳
一
流
の
伝
統
思
想
に
立
ち
て
、
宗
密
の
謂
は
ゆ
る
直
顕
真
性
宗
を
論
ず
る
の
み
。
其
思
想
上
の
背
景
は
飽
く
ま
で
、
近
く
は

高
弁
に
あ
り
、
遠
く
は
観
（
澄
観
）、
密
（
宗
密
）、
玄
（
李
通
玄
）
の
三
師
に
あ
り
。
之
れ
中
唐
以
来
の
思
想
に
し
て
、
証
定
は
正
し
く

此
の
思
潮
に
棹
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
其
の
一
波
一
瀾
を
揚
げ
し
の
み
」

（
４
）

と
本
書
を
中
唐
の
澄
観
、
宗
密
、
通
玄
の
伝
統
思
想
の
焼
き
直
し

で
あ
る
と
し
思
想
的
意
義
を
認
め
て
い
な
い
。

33　『禪學研究』第96號，2018年3月



鎌
田
茂
雄
は
大
屋
よ
り
積
極
的
に
本
書
を
評
価
し
、「
証
定
は
明
恵
か
ら
澄
観
・
宗
密
・
李
通
玄
の
教
学
を
受
け
つ
つ
、
新
興
宗
教
禅

宗
に
ふ
れ
、
華
厳
の
立
場
に
た
ち
つ
つ
教
禅
一
致
を
主
唱
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
証
定
の
学
説
を
樹
立
さ
せ
た
背
景

に
は
、
当
時
教
禅
一
致
を
説
い
た
永
明
延
寿
の
『
宗
鏡
録
』
が
円
爾
な
ど
に
よ
っ
て
講
ぜ
ら
れ
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
…
こ
の
よ
う
に
宗

密
の
禅
源
諸
詮
集
都
序
や
禅
門
師
資
承
襲
図
が
当
時
日
本
に
入
っ
て
き
た
背
景
の
上
に
た
っ
て
、
証
定
の
教
禅
一
致
説
は
開
花
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
鎌
倉
禅
の
勃
興
に
と
も
な
っ
て
、
教
禅
一
致
説
は
わ
が
国
で
は
定
着
す
る
こ
と
な
く
捨
て
去
ら
れ
、
純
禅
の
全

盛
時
代
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」

（
５
）

と
捉
え
た
。

鎌
田
の
結
論
は
禅
が
兼
修
禅
か
ら
純
粋
禅
へ
発
展
す
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
中
世
禅
の
研
究
の
進

展
に
よ
り
、
禅
は
密
教
を
中
心
と
し
た
他
宗
・
他
教
と
の
関
わ
り
に
よ
り
兼
修
的
な
あ
り
方
で
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た（
６
）。そ

う
い
っ
た
背
景
を
承
け
て
拙
稿
で
は
結
論
と
し
て
「
禅
の
境
地
を
無
念
と
い
う
知
を
認
識
す
る
こ
と
（
荷
沢
宗
の
教
説
）
と
捉
え
な

が
ら
荷
沢
宗
と
洪
州
宗（
円
爾
系（
臨
済
宗
楊
岐
派
））を
対
等
と
捉
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、明
恵
の
仏
光
三
昧
観
を
日
本
の
禅
宗
が
広
が
っ

て
い
く
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
円
爾
の
禅
宗
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
」

（
７
）

と
結
ん
だ
。

し
か
し
、
拙
論
は
表
面
的
な
現
象
を
捉
え
た
に
す
ぎ
ず
、『
禅
宗
綱
目
』
を
全
体
的
に
網
羅
し
て
考
察
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
真
福
寺
聖
教
調
査
に
於
け
る
達
磨
宗
関
係
の
文
書
、
円
爾
、
癡
兀
大
慧
等
の
新
史
料
の
発
見
に
よ
り
更
な
る
研
究
の
進
展
が

あ
り
、
禅
宗
は
兼
修
禅
・
純
粋
禅
と
い
う
二
項
対
立
に
依
り
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、
よ
り
重
層
的
で
躍
動
的
な
伸
展
を
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る（

８
）。

そ
の
よ
う
な
研
究
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
再
度
『
禅
宗
綱
目
』
を
捉
え
直
す
必
要
性
が
あ
る
と
考

え
、『
禅
宗
綱
目
』
全
体
の
思
想
に
つ
い
て
再
考
を
試
み
た
。

『
禅
宗
綱
目
』
に
お
け
る
華
厳
教
学
と
禅
宗
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
既
に
鎌
田
に
よ
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
論
で
は
特

に
教
と
禅
の
関
係
や
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
思
想
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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二
　『
禅
宗
綱
目
』
の
概
要

最
初
に
冒
頭
で
執
筆
の
機
縁
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

余
在
二
釈
門
一
之
昔
、
専
聞
二
華
厳
一
傍
諮
二
禅
門
一
、
交
二
俗
衆
一
之
今
、
摸
象
難
レ
弁
亡
羊
不
レ
異
。
爰
両
三
知
己
偸
叩
レ
余
曰
、
今
時

禅
門
紛
綸
是
非
多
端
。
願
示
二
指
帰
一
敢
決
二
疑
網
一
。
忽
感
二
斯
言
一
如
レ
有
二
宿
縁
一
。（
鎌
旧
三
九
〇
下
一
～
三
）

仏
門
に
あ
っ
た
昔
に
専
ら
（
明
恵
の
元
で
）
華
厳
を
学
び
か
た
わ
ら
で
禅
門
を
伺
い
、
そ
の
後
還
俗
し
た
が
、
三
人
の
知
人
か
ら
今
の

禅
門
が
入
り
乱
れ
て
い
る
の
で
帰
す
べ
き
を
示
し
疑
念
を
晴
ら
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
が
動
機
と
い
う
。

そ
の
後
、
主
に
澄
観
、
宗
密
（『
華
厳
経
疏
演
義
鈔
』、『
円
覚
経
略
疏
鈔
』、『
禅
門
師
資
承
襲
図
』
等
）、『
宗
鏡
録
』
等
に
依
り
な
が
ら
、

華
厳
の
立
場
か
ら
教
禅
一
致
を
捉
え
、
華
厳
と
禅
の
関
係
を
五
門
（
一
教
相
同
異
を
弁
ず
る
、
二
教
外
別
伝
を
明
か
す
、
三
見
性
成
仏
を

顕
す
、
四
悟
修
漸
頓
を
示
す
、
五
諸
流
見
解
を
述
べ
る
）
か
ら
論
じ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
は
以
下
の
よ
う
に
禅
法
を
明
恵
（
の
華
厳
仏
光
三
昧
観
）
よ
り
嗣
い
だ
こ
と
を
述
べ
本
書
の
結
末
と
す
る
。

問
。
上
人
師
承
誰
人
乎
。
答
。
彼
秘
伝（

９
）云

、
愚
僧
盛
年
以
来
、
深
好
二
実
行
一
、
更
不
レ
事
二
浮
花
一
。
或
入
二
深
山
一
、
或
時
於
二
海
辺
一
、

松
風
為
二
宴
坐
之
友
一
、
朗
月
為
二
誦
習
之
灯
一
。
流
レ
汗
列
レ
涙
、
独
誦
独
修
。
仰
二
文
殊
一
而
乞
二
恵
解
一
、
帰
二
普
賢
一
而
望
二
修
行
一
、

常
作
二
此
意
一
云
、
末
代
無
二
真
善
知
識
一
。
願
諸
仏
菩
薩
冥
垂
二
加
被
一
。
如
下
彼
懐
劫
時
、
無
二
師
法
一
然
発
中
四
禅
上
。
依
二
宿
善
一
遇

二
教
法
一
、
諸
仏
尽
垂
二
哀
悲
一
。
即
捨
二
名
利
之
仮
法
一
、
望
二
真
実
之
修
道
一
。
誠
心
不
レ
虚
、
依
二
弥
勒
菩
薩
威
神
一
遂
感
二
此
禅
法
師

一
者
、
承
久
三
年
夏
六
月
等
云

）々
（1
（

。〈
已
上
、
不
レ
可
二
輙
記
一
レ
之
。〉

余
承
二
上
人
親
訓
一
十
二
ヶ
年
、
顕
密
伝
授
非
レ
一
。
遂
至
二
貞
応
二
年
冬
一
、
於
二
禅
法
一
、
重
伝
二
秘
決
一
。
疑
情
氷
解
本
心
月
現
。

其
口
伝
旨
趣
非
二
翰
墨
所
一
レ
記
。
今
載
二
大
綱
一
、
引
二
経
文
一
為
二
其
詮
一
。
伝
授
之
人
聊
爾
莫
レ
汚
二
他
見
一
。
于
レ
時
建
長
七
年
暮
春
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三
月
記
レ
之
矣）

（（
（

。（
鎌
旧
四
〇
〇
上
一
一
～
一
九
）

「
或
入
二
深
山
一
、―
承
久
三
年
夏
六
月
等
云
々
」
は
『
華
厳
仏
光
三
昧
観
冥
観
伝
』
の
引
用
で
あ
る
。
つ
ま
り
、承
久
三
年
（
一
二
二
一
）

夏
六
月
に
明
恵
が
弥
勒
菩
薩
の
威
神
に
よ
り
感
得
し
た
仏
光
三
昧
観
を
、
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
暮
春
三
月
に
証
定
は
禅
法
と
し
て
嗣

法
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
　『
禅
宗
綱
目
』
の
教
禅
関
係

証
定
の
教
禅
関
係
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
は
、
一
門
の
教
禅
同
異
で
ほ
ぼ
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
と
禅
が
同
ず
る
点
に
つ

い
て
は
以
下
の
記
述
に
端
的
に
述
べ
ら
れ
る
。

清
涼
圭
山
等
解
二
釈
頓
教
宗
旨
一
、
引
二
以
心
伝
心
不
立
文
字
等
之
言
一
、
為
二
其
証
一
也
。
所
以
大
疏
演
義
抄
等
諸
釈
、
或
言
三
南
北

二
宗
禅
不
レ
出
二
頓
教
一
、
或
言
下
今
諸
禅
宗
多
依
二
此
教
一
等
上
也
。（
鎌
旧
三
九
一
上
三
～
五
）

澄
観
・
宗
密
等
は
頓
教
の
宗
旨
を
解
釈
す
る
の
に
、
以
心
伝
心
・
不
立
文
字
等
の
言
葉
を
引
い
て
、
そ
の
証
拠
と
し
た
。
故
に
、『
華

厳
経
疏
』
や
『
華
厳
随
疏
演
義
鈔
』
等
の
解
釈
で
は
、
南
北
二
宗
の
禅
は
い
ず
れ
も
華
厳
の
五
教
判
の
頓
教
を
出
る
こ
と
は
な
い
と

言
っ
た
り
、
今
の
諸
々
の
禅
宗
の
多
く
は
こ
の
教
え
に
依
拠
す
る
な
ど
と
い
う
。

頓
教
と
禅
が
異
な
る
点
は
、
教
証
の
二
道
と
解
行
の
二
門
に
差
別
が
あ
る
と
い
う
。
全
て
の
説
明
は
な
い
が
、
詳
し
く
華
厳
の
法
門
を

み
る
と
、
五
教
判
に
つ
い
て
解
釈
す
る
際
に
別
に
禅
宗
に
よ
っ
て
異
な
る
意
味
を
述
べ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
し
、
い
く
つ
か
具
体
例
を

あ
げ
る
。
例
え
ば
以
下
の
よ
う
に
、

円
覚
経
略
疏
第
一
云
、
万
法
虚
偽
縁
会
而
生
。
々
法
本
無
一
切
唯
識
。
々
如
二
幻
夢
一
、
但
是
一
心
。
々
寂
而
知
。
々
寂
而
知
、
目

之
円
覚
云
々
。同
抄
第
一
云
、釈
二
此
一
段
之
文
一
、作
二
四
重
釈
一
。一
具
釈
、二
配
二
禅
宗
一
、三
配
二
五
教
一
、四
弁
二
所
用
之
文
一
。〈
云
々
。
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略
レ
之
。〉
既
配
二
五
教
一
之
外
、
有
下
配
二
禅
宗
之
釈
上
。
頓
教
禅
宗
別
分
明
。（
鎌
旧
三
九
一
下
一
二
～
一
六
）

『
円
覚
経
略
疏
抄
』
第
一
で
、『
円
覚
経
略
疏
』
で
の
円
覚
に
つ
い
て
の
一
段
の
文
を
解
釈
す
る
の
に
四
重
釈
を
用
い
る
が
、
五
教
に
配
す

る
の
と
別
に
、
禅
宗
に
配
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
証
定
は
禅
宗
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

花
厳
学
者
、
頓
教
禅
宗
同
異
両
門
並
以
存
レ
之
。
堅
立
二
一
門
一
、
非
三
唯
奪
二
禅
門
意
勢
一
、
於
二
花
厳
一
専
滞
礙
。（
鎌
旧
三
九
二
上

三
～
四
）

華
厳
を
学
ぶ
者
は
頓
教
と
禅
宗
と
の
同
門
と
異
門
と
両
方
の
門
を
と
も
に
も
つ
べ
き
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
華
厳
一
門
を
立
て
る
こ

と
は
、
た
だ
禅
門
の
勢
い
を
奪
う
だ
け
で
は
な
く
、
華
厳
の
教
え
が
専
ら
滞
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
頓
教
の
証
道
と
禅
宗
の
証
悟
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
部
分
的
に
同
じ
で
あ
る
が
完
全
に
同
じ
で
は
な
い
と
す
る
。

頓
教
は
た
だ
の
諸
法
が
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
道
理
を
説
き
、
禅
宗
は
証
悟
と
空
と
有
を
並
べ
て
現
わ
し
、
体
と
用
を
一
つ
に
し
て
述

べ
る
の
で
、
禅
宗
に
つ
い
て
は

空
門
所
証
同
頓
教
、
有
門
証
悟
同
円
教
也
。（
鎌
旧
三
九
二
上
二
一
～
下
一
）

空
門
で
証
さ
れ
る
の
は
頓
教
に
同
じ
で
、
有
門
の
証
悟
は
円
教
に
同
じ
と
し
、
そ
の
後
有
門
の
証
悟
は
宗
密
の
掲
げ
る
事
理
無
礙
に
通
じ

る
と
す
る
が
、
こ
の
辺
り
は
や
や
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
。

そ
し
て
、
第
一
門
の
最
後
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

頓
教
証
道
分
同
二
禅
宗
一
、
禅
宗
証
悟
通
レ
頓
通
レ
円
也
。
禅
宗
諸
祖
開
示
之
詞
、
皆
不
レ
出
二
此
両
門
一
也
（
鎌
旧
三
九
二
下
一
四
～

一
六
）

頓
教
の
証
道
は
部
分
的
に
は
禅
宗
と
同
じ
で
、
禅
宗
の
証
悟
は
頓
教
に
通
じ
円
教
に
も
通
じ
る
。
禅
宗
の
諸
祖
が
指
し
示
す
こ
と

ば
は
、
全
て
が
頓
教
と
円
教
の
両
門
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
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以
上
よ
り
証
定
は
教
禅
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
が
禅
を
ほ
ぼ
包
摂
す
る
い
う
立
場
で
は
あ
る
が
、
禅
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

四
　
荷
沢
宗
と
洪
州
宗

本
書
で
は
証
定
の
拠
り
所
と
す
る
禅
宗
は
荷
沢
宗
で
あ
る
。

例
え
ば
、
第
三
門
の
見
性
成
仏
を
顕
わ
す
で
は
、
冒
頭
で
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

第
三
顕
二
見
性
成
仏
一
者
、宗
鏡
録
第
十
四
云
、達
磨
初
祖
直
指
人
心
見
性
成
仏
云
々
。
直
指
人
心
者
衆
生
覚
性
無
住
空
寂
之
理
故
也
。

見
性
者
能
見
是
無
念
真
知
、
所
見
是
無
住
空
理
、
而
能
見
。
知
外
無
二
所
見
理
一
、
能
所
無
二
、
唯
是
体
用
之
異
名
也
。（
鎌
旧

三
九
三
下
一
一
～
一
四
）

第
三
に
見
性
成
仏
を
顕
わ
す
と
い
う
の
は
、『
宗
鏡
録
』
第
十
四
に
「
達
磨
初
祖
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
」
等
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
直
指
人
心
と
い
う
の
は
衆
生
の
覚
り
の
性
が
定
ま
る
こ
と
が
無
く
空
寂
の
理
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
見
性
と
は
見
る
の
が
無

念
の
真
知
、
見
ら
れ
る
の
が
と
ど
ま
ら
な
い
空
理
で
あ
っ
て
、
し
か
も
よ
く
と
ら
え
る
。
知
の
他
に
見
ら
れ
る
理
は
な
く
、
能
所
無

二
で
、
た
だ
こ
れ
は
体
と
用
の
異
名
で
あ
る
。

証
定
は
荷
沢
宗
を
承
け
て
い
る
宗
密
の
主
張
に
依
り
、
禅
宗
の
特
徴
を
無
念
で
あ
り
、
こ
だ
わ
り
の
な
い
所
に
「
知
」
が
あ
る
と
そ
の

教
義
に
よ
り
捉
え
る
。
し
か
も
「
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
」
と
い
う
禅
の
根
本
的
な
立
場
を
指
し
示
す
語
を
宗
密
の
影
響
の
大
き
い
永
明

延
寿
の
『
宗
鏡
録
』
か
ら
引
用
す
る
。

第
三
門
の
み
な
ら
ず
、
全
編
を
通
し
て
「
無
念
と
い
う
知
」
を
究
極
と
す
る
の
が
禅
の
本
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
証
定
は
繰
り
返
し

述
べ
て
い
る
。
証
定
の
禅
が
澄
観
、
特
に
宗
密
が
依
拠
す
る
荷
沢
宗
の
立
場
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
宗
密
は
『
禅
門
師
資
承
襲
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図
』
の
中
で
は
、
荷
沢
宗
、
洪
州
宗
、
牛
頭
宗
の
三
者
を
比
べ
、
荷
沢
宗
＝
頓
悟
漸
修
と
し
、
洪
州
宗
は
頓
悟
す
ら
不
徹
底
で
あ
り
牛
頭

宗
は
漸
修
は
あ
る
も
の
の
頓
悟
は
な
い
と
し
て
い
る
。

だ
が
、
本
書
で
は
必
ず
し
も
荷
沢
宗
が
洪
州
宗
よ
り
勝
れ
て
い
る
と
い
う
立
場
は
と
ら
な
い
。

証
定
は
第
四
門
の
悟
修
漸
頓
を
示
す
に
お
い
て
、
諸
門
の
悟
り
の
相
を
解
悟
（
は
っ
き
り
と
性
の
相
を
悟
る
こ
と
）
と
証
悟
（
心
の
玄

極
智
に
い
た
る
こ
と
）
の
二
種
に
分
け
る
が
、
禅
宗
は
ど
の
門
に
よ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
、

若
約
二
解
悟
一
者
、
頓
悟
漸
修
是
其
門
也
。
故
行
願
品
義
記
云
、
荷
沢
大
師
開
二
示
頓
悟
漸
修
一
為
二
円
妙
一
云
々
。
若
約
二
証
悟
一
者
、

先
頓
悟
頓
修
三
義
之
中
第
二
義
是
。
若
通
二
解
証
一
説
者
、
頓
悟
頓
修
、
無
修
無
悟
、
皆
以
南
宗
所
レ
尚
也
。
其
余
諸
門
、
或
属
二
漸

門
一
、
或
通
二
教
宗
一
。（
鎌
旧
三
九
六
上
一
三
～
一
六
）

解
悟
と
い
う
意
味
で
は
頓
悟
漸
修
（
荷
沢
宗
の
立
場
）
が
そ
の
門
で
あ
る
。
―
証
悟
と
い
う
意
味
で
は
頓
悟
頓
修
の
（
先
に
述
べ

た
）
三
種
（
先
悟
後
修
―
先
に
悟
っ
て
後
に
修
め
る
、
前
修
後
悟
―
前
に
修
め
て
か
ら
後
に
悟
る
、
修
悟
一
時
―
修
め
る
の
と
悟
る

の
が
一
時
（
同
時
）
で
あ
る
）
の
中
の
二
番
目
（
前
修
後
悟
）
で
あ
る
。
解
悟
と
証
悟
に
通
じ
て
説
け
ば
、
頓
悟
頓
修
、
無
修
無
悟

が
南
宗
で
重
ん
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
諸
門
は
北
宗
あ
る
い
は
教
宗
に
通
じ
る
。

明
確
に
は
述
べ
ら
れ
な
い
が
、
頓
悟
頓
修
は
洪
州
宗
、
無
修
無
悟
は
牛
頭
宗
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
後
、
絶
対
否
定
に
よ
り
真
理
を
あ
ら
わ
す
払
迹
顕
理）

（1
（

の
概
念
か
ら
い
う
と
、

謂
非
心
非
仏
者
、
払
二
即
心
即
仏
之
迹
一
、
無
念
無
修
者
、
払
二
頓
悟
頓
修
之
迹
一
也
。（
鎌
旧
三
九
六
下
七
～
九
）

非
心
非
仏
は
即
心
即
仏
の
迹
を
払
っ
た
も
の
、
無
念
無
修
は
頓
悟
頓
修
の
迹
を
払
っ
た
も
の
と
す
る
が
、
無
念
無
修
と
は
何
か
と
い
う
問

い
に
対
し
、
そ
の
証
拠
と
な
る
経
文
を
あ
げ
て
い
く
中
の
一
つ
に
、

―
同
（
宗
鏡
録
）
三
十
四
云
、
心
本
自
知
。
不
二
借
レ
縁
一
生
、
不
二
因
レ
境
一
起
、
知
之
一
字
衆
妙
之
門
。
若
頓
悟
二
此
空
寂
之
知
一
、

知
亦
無
念
無
形
。
誰
為
二
我
相
人
相
一
。
覚
二
諸
相
空
一
、
心
自
無
レ
念
、
々
起
即
覚
。
レ々
之
即
無
二
修
行
一
。
妙
門
唯
此
也
云
々
。（
鎌
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旧
三
九
六
下
一
三
～
一
六
）

『
宗
鏡
録
』
第
三
十
四
の
「
―
知
の
一
字
は
諸
々
の
根
本
な
る
門
で
あ
る
。
頓
に
こ
の
空
寂
の
知
を
悟
れ
ば
、
知
は
ま
た
無
念
無
形
に
な

る
―
」
を
引
用
す
る
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
払
迹
顕
理
か
ら
す
れ
ば
、
無
念
無
修
（
荷
沢
宗
）
が
頓
悟
頓
修
（
洪
州
宗
）
に
同
ず
る
、
つ
ま

り
表
裏
一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
五
門
の
諸
流
見
解
を
述
べ
る
で
は
、
禅
宗
の
諸
派
を
説
明
す
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
、

第
五
述
二
諸
流
見
解
一
者
、
自
二
西
域
二
十
八
祖
一
、
至
二
震
旦
弘
忍
和
尚
一
、
諸
聖
伝
灯
漸
頓
雖
レ
随
レ
機
、
同
伝
二
一
心
一
。
互
無
レ
有
二

紛
諍
一
。
弘
忍
門
下
有
二
恵
能
神
秀
一
。
始
分
二
南
北
二
流
一
。
自
レ
爾
以
降
諸
解
不
レ
同
、
漸
頓
争
レ
門
。
今
述
二
諸
流
一
、
略
有
二
三
門
一
。

先
顕
二
南
北
二
解
一
、
次
於
二
南
宗
中
一
述
二
洪
州
荷
沢
不
同
一
、
後
出
二
牛
頭
傍
出
一
。（
鎌
旧
三
九
八
上
一
六
～
二
〇
）

五
祖
弘
忍
の
門
下
に
恵
能
と
神
秀
が
で
て
南
北
二
流
に
分
か
れ
て
か
ら
、
諸
解
釈
が
同
じ
で
は
な
く
な
り
、
漸
門
と
頓
門
が
争
う
よ
う
に

な
っ
て
、
今
諸
々
の
流
派
は
三
門
が
あ
る
が
、
先
ず
南
北
宗
の
二
宗
を
解
釈
し
、
次
に
南
宗
の
中
の
洪
州
と
荷
沢
の
違
い
を
述
べ
、
後
に

牛
頭
宗
の
傍
出
を
表
す
。
次
の
禅
の
本
流
で
あ
る
洪
州
宗
と
荷
沢
宗
の
ど
ち
ら
が
正
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、

答
。
若
承
二
馬
祖
末
葉
一
之
者
、
洪
州
為
レ
正
、
荷
沢
為
レ
傍
。
伝
二
水
南
余
一
之
者
、
荷
沢
為
二
指
南
一
、
洪
州
為
二
傍
出
一
。
故
圭
山
云
、

神
会
先
事
二
北
宗
秀
一
三
年
、
因
二
秀
奉
レ
勅
退
人
一
、
遂
往
二
曹
溪
門
下
一
、
答
二
無
住
為
レ
本
見
即
是
性
一
。
―
遂
立
二
神
会
禅
師
一
為
二

第
七
祖
一
云
々
。（
鎌
旧
三
九
九
下
八
～
一
〇
）

馬
祖
の
後
裔
を
承
け
る
者
は
洪
州
宗
を
正
統
、
荷
沢
宗
を
傍
流
と
し
、
神
会
（
水
南
）
の
な
ご
り
を
伝
え
る
者
は
荷
沢
宗
を
指
南
と
し
、

洪
州
宗
を
傍
出
と
す
る
と
い
う）

（1
（

。
証
定
は
こ
こ
で
は
荷
沢
宗
と
洪
州
宗
を
並
列
的
に
扱
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
宗
密
の
『
円

覚
経
略
疏
抄
』
に
よ
り
神
会
が
南
宗
の
正
統
と
な
っ
た
こ
と
を
添
え
る
。
こ
の
こ
と
は
証
定
が
荷
沢
宗
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

証
定
が
本
書
を
著
し
た
時
代
、
禅
宗
発
展
の
中
心
的
な
僧
侶
は
円
爾
（
聖
一
派
）
で
あ
っ
た
。
円
爾
は
入
宋
し
洪
州
宗
系
の
臨
済
宗
楊

岐
派
を
無
準
師
範
か
ら
嗣
法
し
た
が
、
宗
密
の
教
禅
一
致
の
影
響
を
受
け
た
『
宗
鏡
録
』
を
用
い
て
、
禅
に
つ
い
て
東
福
寺
や
南
都
で
講
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義
を
行
っ
た
。

円
爾
に
よ
り
著
わ
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
十
宗
要
道
記
』）

（1
（

（
一
三
世
紀
中
頃
）
に
も
『
宗
鏡
録
』
の
影
響
と
思
わ
れ
る
以
下
の
よ
う
な
箇

所
が
あ
る
。

今
此 

 
ノ

仏
心
教
外
別
伝 

 
ハ

黙
示
黙
契 

 
ノ

所
悟
也
。
所 

 
ハレ

談
本
無
煩
悩
元
是
菩
提
、
所 

 
ハレ

期
是
直
指
人
心
見
性
成
仏
也
。
謂
其 

 
ノ

機 
 
ハ

出
 
 
タ
ル

二
三
学 

 
ヲ

一
生
知 

 
ヲ

為
レ
機
、
衆
生
皆
有
レ
知
一
切
誰 

 
カ

不 
 
ラ
ンレ

機
 
 
ア
ラ。

謂 
 
ク、

其
法 

 
ハ

超
二
三
学
一
、
以
二
霊
知
一
為 

 
スレ

法 
 
ト。

既
非
三
観
念
所
二

入
 
 
ノ

城 
 
ヲ（
ニ
カ
）一

。（
禅
宗
誌
一
八
頁
）

今
此
の
仏
心
宗
の
教
外
別
伝
は
黙
示
黙
契
の
所
悟
で
あ
る
。
談
ず
る
の
は
本
無
煩
悩
元
是
菩
提
、
期
す
る
の
は
直
指
人
心
・
見
性

成
仏
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
機
は
戒
定
慧
の
三
学
を
出
て
そ
の
ま
ま
の
知
を
機
と
し
、
衆
生
に
は
皆
知
が
あ
っ
て
機
で
な
い
者
は
誰

も
い
な
い
。
つ
ま
り
そ
の
法
は
三
学
を
超
え
て
、
霊
知
を
も
っ
て
法
と
す
る
。
既
に
観
念
の
入
る
城
で
は
な
い
。

円
爾
は
こ
こ
で
は
禅
の
心
＝
知
（
＝
霊
知
）、
つ
ま
り
荷
沢
宗
の
知
と
同
じ
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

『
宗
鏡
録
』
は
達
磨
宗
（
能
忍
系
）
も
『
成
等
正
覚
論
』
で
引
用
し
て
お
り
、
鎌
倉
初
期
に
禅
が
本
格
的
に
移
入
さ
れ
る
前
か
ら
知
ら
れ

て
い
た
。
円
爾
も
入
宋
し
洪
州
宗
の
流
れ
を
汲
む
臨
済
宗
楊
岐
派
を
嗣
法
し
た
が
、『
宗
鏡
録
』を
用
い
て
禅
を
講
義
し
て
い
る
。『
宗
鏡
録
』

を
媒
介
と
し
て
荷
沢
宗
が
悟
り
の
根
源
と
し
て
掲
げ
る
無
念
＝
知
（
霊
知
）
を
互
い
の
接
点
と
し
て
、
そ
し
て
洪
州
宗
と
荷
沢
宗
が
実
は

表
裏
一
体
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
証
定
は
洪
州
宗
系
で
あ
る
円
爾
の
聖
一
派
と
の
融
和
を
図
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
　
明
恵
と
禅
宗 —

—
 

禅
観
、
華
厳
仏
光
三
昧
観
、
李
通
玄
と
の
関
係

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
証
定
は
本
書
の
末
尾
に
『
華
厳
仏
光
三
昧
観
冥
感
伝
』
を
引
用
し
、
明
恵
が
弥
勒
菩
薩
よ
り
感
得
し
た
華

厳
仏
光
三
昧
観
を
自
身
が
禅
法
と
し
て
嗣
法
し
た
と
し
て
い
る）

（1
（

。

41　『禪學研究』第96號，2018年3月



で
は
一
体
、
明
恵
と
教
外
別
伝
の
禅
宗
に
接
点
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
恵
は
十
代
の
頃
か
ら
『
五
門
禅
経
要
用
法
』、『
達
摩
多
羅
禅
経
』、『
禅
法
要
解
』
等
に
よ
り
坐
禅
に
励
み
、
自
ら
を
「
禅
念
沙
門
」

と
言
い
、「
禅
定
成
就
の
人
」
と
評
さ
れ
て
い
た
。
明
恵
の
禅
は
戒
定
慧
の
禅
定
、
華
厳
の
観
法
と
し
て
の
禅
観
で
あ
っ
た
が
、『
明
恵
上

人
行
状
』、『
沙
石
集
』
等
に
栄
西
と
の
交
流
を
伝
え
る
説
話
が
あ
る
た
め
、
以
前
よ
り
明
恵
と
教
外
別
伝
の
禅
宗
に
は
接
点
が
見
出
せ
る

の
か
否
か
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た）

（1
（

。

だ
が
、
現
存
す
る
明
恵
の
著
作
の
中
で
、
禅
宗
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
の
は
『
却
廃
忘
記
』
の
以
下
の
み
で
あ
る
。

又
達
磨
宗
ナ
ン
ト
イ
フ
事
ハ
、在
家
人
等
ノ
タ
メ
ニ
コ
ト
ニ
カ
ナ
フ
マ
シ
キ
事
也
。
又
随
求
タ
ラ
ニ
ナ
ト
ヨ
ミ
テ
オ
ハ
シ
マ
サ
ム
ハ
、

某
甲
カ
門
流
ニ
テ
コ
ソ
オ
ハ
シ
マ
サ
ム
ス
レ
云
々
。（『
明
恵
上
人
資
料
』
二
、五
五
〇
頁
四
～
九
）

こ
れ
は
明
恵
が
達
磨
宗
（
能
忍
系
）、
つ
ま
り
禅
宗
を
否
定
し
て
い
る
証
拠
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
二
百
五
十
戒
を
定

め
る
べ
き
と
説
い
た
後
に
こ
の
よ
う
に
続
く
の
で
、
た
だ
禅
宗
の
禅
は
在
家
に
は
難
し
い
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
明

恵
が
禅
宗
を
否
定
し
て
い
る
と
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。

現
存
史
料
か
ら
は
明
恵
の
禅
定
と
教
外
別
伝
の
禅
宗
に
は
接
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
、明
恵
が
禅
宗
と
い
か
に
か
か
わ
っ
た
か
、

明
恵
が
自
身
の
禅
観
が
禅
宗
の
禅
と
相
通
じ
る
と
考
え
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

さ
て
、
華
厳
仏
光
三
昧
観
は
明
恵
が
主
に
李
通
玄
の
影
響
を
受
け
て
生
み
出
し
た
観
法
で
あ
る
が
、『
華
厳
仏
光
三
昧
観
冥
感
伝
』
に

も
『
禅
宗
綱
目
』
で
引
用
さ
れ
る
弥
勒
菩
薩
か
ら
の
感
得
の
箇
所
の
後
に
以
下
の
よ
う
に
、

其
後
見
二

出
 
 
タ
ス

新
渡 

 
ノ

通
玄
論 

 
ノ

中
上 

 
ノ

所
レ
引
仏
光
観 

 
ノ

文
一
。（
此
論
未
二
広
流
布
一
。
依
二
不
慮
因
縁
一
従
二
大
宋
朝
一
得
レ
之
。）
予
見
二

此
文
一
深
生
二
愛
楽
一
。
并
見
二
論
主
事
跡
一
又
生
二
敬
重
心
一
。
即
改
二
前
円
覚
三
昧
一
修
二
此
仏
光
三
昧
一
。（
日
蔵
七
四
、一
〇
八
上

一
〇
～
一
一
三
）

李
通
玄
の
論
中
の
仏
光
観
の
文
を
見
出
し
て
、
深
い
親
し
み
を
生
じ
、
論
主
の
李
通
玄
の
事
跡
を
見
て
敬
う
心
を
生
じ
て
、
そ
れ
以
前
に
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行
っ
て
い
た
円
覚
三
昧
を
改
め
て
仏
光
三
昧
観
を
修
め
た
と
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
後
、
禅
中
に
心
身
が
あ
る
か
な
い
か
の
状
態
に
な
り
、
虚
空
に
現
れ
た
普
賢
、
文
殊
、
観
音
の
三
菩
薩
の
そ
れ
ぞ
れ
の
手

の
杖
の
先
の
宝
珠
か
ら
流
れ
る
宝
水
を
浴
び
て
明
鏡
の
よ
う
に
な
る
現
象
が
あ
り
云
々
と
記
述
が
あ
る
。
更
に
、
自
分
が
若
い
頃
に
抜
き

書
き
し
た
経
論
が
喜
海
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
中
の
『
五
門
禅
経
要
用
法
』
の
一
枚
の
抄
文
に
、

其
中
抄
二
出
五
門 

 
ノ

禅
経
要
用 

 
ノ

法
文 

 
ノ

一
枚
余
紙
一
。
―
扱
禅
経
文
。
上
所
レ
得
境
界
一
一
以 

 
テ

符
号
。
即
彼
文
云
。
三
種

 
 
ヨ
リ

所
レ
出
仏

還
近
レ
身
作
二
地
金
色
一
。
此
諸
仏
尽
入
レ
地
。
地

平
 
 
ナ
ル
コ
ト

如
レ
掌
。
明
浄
如
レ
鏡
。
自
観

 
 
レ
ハ

二
己
身
一
明

浄
 
 
ナ
ル
コ
ト

如
レ
地
。
此
名
二
念
仏
三

昧
境
界
一
。
此
名
二
初
門
観
一
也
（
略
抄
）。（
日
蔵
七
四
、一
〇
八
下
一
〇
～
一
一
三
）

自
身
の
体
験
と
同
じ
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
こ
れ
が
念
仏
三
昧
の
境
界
で
あ
り
初
門
の
観
で
あ
る
と
い
う
。

『
華
厳
仏
光
三
昧
観
秘
宝
蔵
』
の
最
後
の
方
で
は
、
五
秘
密
、
光
明
真
言
、
仏
光
観
三
昧
に
関
し
て
具
体
的
に
論
じ
た
後
に
以
下
の
よ

う
に
、仏

光
三
昧 

 
ハ

是
坐
禅
法
門
法
。
禅
法
者
別
於
二
禅
堂
一
調
息
調
身
等
方
法
具
足

 
 
シ
テ

可
レ
修
レ
之
。
不
レ
可
三
必
用
二
合
行
一
。
此
唯
任
二
真
言

修
行 

 
ノ

儀
軌
一
為
二
一
類
機
一
出
二
其
方
便
一
也
。
用
二
坐
禅
方
法
一
別
修
二
行
之
一
。
是
為
二
本
式
一
也
。
予
於
二
禅
堂
一
別
行
不
レ
用
合
修
也
。

（
日
蔵
七
四
、一
〇
四
下
一
一
～
一
五
）

仏
光
三
昧
観
は
坐
禅
法
門
の
法
で
あ
り
、
禅
法
は
別
に
禅
堂
で
調
息
・
調
身
等
の
方
法
を
具
足
し
て
こ
れ
を
修
め
る
べ
き
で
、
必
ず
し
も

合
わ
せ
た
行
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
く
、
坐
禅
の
方
法
を
用
い
て
別
に
修
め
る
こ
と
が
本
式
で
あ
る
と
述
べ
る
。

こ
こ
で
の
禅
法
（
華
厳
仏
光
三
昧
観
）
が
華
厳
の
観
法
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、『
秘
宝
蔵
』
の
最
後
で
は
、
華
厳
仏
光
三
昧
観
の
伝
授
法
式
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
に
答
え
る
。

若
欲
レ
授
二
此
法
一
者
、
先
須
レ
令
下
行
者
七
日
修
中
加
行
法
上
。
其
法
者
如
二
禅
経
云）

（1
（

一
、
仏
告
二
阿
難
一
。
仏
滅
度
後
、
四
部 

 
ノ

弟
子
若
欲

二
坐
禅
一
、先
当
二

静 
 
ニ

端
坐

 
 
シ
テ

七
日
然
後
修
レ
心
数
一
レ
息
云
云
。
又
云
、定
心
守
レ
意
修
レ
心
修
レ
身
。
調
二
和
諸
大
一

令
 
 
 
メ
ヨ
 レ

不
レ
失
レ
時
。
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一
二
心
意
一
不
レ
犯
二
軽
戒
及
与
威
儀
一
、
於
二
所
持 

 
ノ

戒
一

如
 
 
ス
ヘ
シレ

護
二
眼
目
一
、
如
三
重
病
人 

 
ノ

一
随
二
良
医 

 
ノ

教
一
。
行
者
亦
爾
等
云
云
。
准

二
此
文
一
須
令
下
二
七
日
修
中
加
行
法
上
。
先
須
下
教
二
数
息 

 
ノ

法
一

観
 
 
セ
シ
ム

中
四
大
五
蘊
無
我
理
等
上
。
又
先
可
レ
令
レ
誦
二
光
明
覚
品 

 
ト

光
明
真

言
等
一
。
然
後
一
七
箇
日
成
満
以
後
可
レ
授
レ
之
也
。（
日
蔵
七
四
、一
〇
五
上
二
～
一
〇
）

こ
の
法
（
華
厳
仏
光
三
昧
観
）
を
授
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
行
者
に
七
日
の
加
行
法
を
修
め
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
法
は
『
治

禅
病
秘
要
法
』
に
、「
仏
が
阿
難
に
、
仏
滅
後
に
四
大
弟
子
が
坐
禅
を
し
た
け
れ
ば
、
ま
ず
静
か
に
七
日
間
端
坐
し
て
そ
の
後
心
を
修
め

て
息
を
数
え
さ
せ
る
の
だ
と
告
げ
た
等
と
い
う
よ
う
に
、
ま
た
あ
る
い
は
―
」
と
い
う
が
如
く
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
こ
で
も
禅
観
経
典
に

の
っ
と
っ
て
伝
授
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
明
恵
の
仏
光
三
昧
観
に
直
接
的
に
繋
が
り
が
あ
る
坐
禅
あ
る
い
は
禅
定
は
、
教
外
別
伝

の
坐
禅
で
は
な
い
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
よ
り
、
明
恵
が
弥
勒
菩
薩
よ
り
感
得
し
た
華
厳
仏
光
三
昧
観
は
、
李
通
玄
の
仏
光
観
の
影
響
を
受
け
て
完
成
し
た
も
の
で
、
明
恵

が
若
い
頃
か
ら
修
行
と
し
て
励
ん
で
き
た
禅
観
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

『
禅
宗
綱
目
』
で
は
、
こ
れ
ら
と
禅
宗
と
の
関
係
に
関
す
る
説
明
が
不
十
分
な
こ
と
は
否
め
な
い
。
で
あ
る
か
ら
、
大
屋
は
「
高
弁
の

禅
宗
に
対
す
る
思
想
は
あ
く
ま
で
も
華
厳
宗
の
立
場
に
在
る
も
の
に
し
て
、
決
し
て
一
切
を
棄
て
て
達
磨
宗
に
傾
倒
し
た
る
も
の
に
非

ず
」）

（1
（

と
非
難
す
る
の
で
あ
る
。

証
定
は
ほ
と
ん
ど
澄
観
、
特
に
宗
密
の
理
論
を
拠
り
所
に
し
て
荷
沢
宗
の
立
場
を
述
べ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
彼
ら
に
は
荷
沢
宗
に
つ
い
て

述
べ
る
文
言
が
あ
り
、
李
通
玄
か
ら
は
直
接
的
な
禅
宗
と
の
関
わ
り
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
証
定
は
李
通
玄
や
禅
観
と
禅
宗
と
の
関
係
を
本
書
で
い
か
に
述
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
本
書
で
数
箇
所
あ
る
李
通
玄
の
引
用
を
見
て
み
た
い
。

一
つ
め
は
第
三
門
の
見
性
成
仏
を
顕
わ
す
で
、
禅
宗
の
玄
妙
は
（
荷
沢
宗
で
い
う
）
無
念
の
正
恵
で
あ
る
こ
と
を
引
用
文
に
よ
り
説
明

す
る
箇
所
で
あ
る
。
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禅
宗
玄
妙
無
念
正
恵
、
以
レ
之
可
レ
知
。
謂
本
来
無
住
之
理
、
妄
隔
不
レ
知
。
自
不
レ
知
二
無
住
一
、
名
レ
之
為
レ
迷
。
故
通
玄
云
、
真
智

恵
無
二
体
性
一
。
不
レ
能
三
自
知
二
無
性
一
故
、
名
曰
二
無
明
一
云
々
。
始
待
二
了
縁
一
自
知
二
無
住
一
、
名
レ
之
為
レ
悟
。
故
通
玄
云
、
真
智

要
得
二
了
縁
一
方
能
現
云
々
。
故
馬
祖
云
、
不
レ
了
時
是
迷
、
了
時
是
悟
云
々
。
又
行
願
品
義
記
云
、
祖
師
云
、
無
念
之
心
自
知
二
無

念
一
云
々
。
故
馬
祖
云
、
不
了
時
是
迷
、
了
時
是
悟
云
々
。
又
行
願
品
義
記
云
、
祖
師
云
、
無
念
之
心
自
知
二
無
念
一
云
々
。
故
円
覚

抄
云
、
於
二
真
覚
境
中
一
、
無
二
別
一
塵
有
体
之
法
一
云
々
。（
鎌
旧
三
九
四
上
二
〇
～
下
五
）

李
通
玄
の
『
解
迷
顕
智
成
悲
十
明
論
』
の
「
本
当
の
智
恵
に
は
体
の
性
は
な
く
自
ず
か
ら
性
が
無
い
こ
と
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
無
明
と
い
う
」
云
々
を
引
用
し
、
悟
り
の
縁
を
待
っ
て
自
ず
か
ら
無
住
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
を
悟
り
と
す
る
と
言
う
。
さ
ら
に
ひ

き
続
き
李
通
玄
の
『
十
明
論
』、
そ
し
て
馬
祖
、
宗
密
の
『
華
厳
経
行
願
品
義
記
』
を
引
用
す
る
。
こ
こ
で
証
定
は
李
通
玄
と
荷
沢
宗
を

結
び
つ
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
（
更
に
馬
祖
禅
も
）。

同
じ
く
第
三
門
で
、
一
念
冥
会
の
心
を
指
し
て
見
性
成
仏
と
い
う
が
、
始
め
て
行
を
学
ぶ
者
は
一
念
が
相
応
し
て
も
後
で
心
が
生
じ
て

念
が
動
く
と
成
仏
か
ら
退
い
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
問
い
の
返
答
に
、『
新
華
厳
経
論
』
が
引
用
さ
れ
る
。

答
。
円
覚
略
抄
第
五
云
、一
念
悟
時
念
体
是
仏
云
々
。
謂
一
念
即
無
念
也
。
故
通
玄
云
、一
念
相
応
一
念
仏
、一
日
相
応
一
日
仏
云
々
。

但
清
涼
云
、
豁
二
了
心
性
一
後
漸
修
学
、
令
二
具
契
合
一
云
々
。
又
圭
山
云
、
禅
門
悟
即
刹
那
而
登
二
妙
覚
一
、
念
々
相
応
習
気
漸
微
、

本
智
漸
瑩
具
二
漸
頓
一
也
。
故
荷
沢
大
師
開
二
示
頓
悟
漸
修
一
為
二
円
妙
一
也
云
々
。（
鎌
旧
三
九
四
下
二
一
～
三
）

『
円
覚
経
略
疏
抄
』
第
五
の
「
一
念
を
悟
る
時
は
念
の
体
は
仏
で
あ
る
」
云
々
の
一
念
は
（
荷
沢
宗
の
）
無
念
で
あ
る
か
ら
、
李
通
玄

は
「
一
念
が
相
応
す
れ
ば
一
念
の
仏
で
あ
り
、
一
日
が
相
応
す
れ
ば
一
日
の
仏
で
あ
る
」
云
々
と
い
う
の
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
後
に
は

澄
観
の
「
心
の
性
を
明
ら
か
に
し
た
後
に
次
第
に
修
学
し
具
に
一
致
さ
せ
る
」
を
、
そ
し
て
宗
密
の
「
禅
門
は
悟
れ
ば
そ
の
ま
ま
一
瞬
に

妙
覚
に
登
り
、
一
念
一
念
に
相
応
し
て
習
気
が
次
第
に
微
細
に
な
り
、
本
智
が
次
第
に
磨
か
れ
漸
頓
を
具
す
。
だ
か
ら
荷
沢
大
師
（
神
会
）

は
頓
悟
漸
修
を
開
示
し
た
の
で
あ
る
」
を
続
け
て
い
く
。
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こ
こ
で
は
李
通
玄
の
引
用
の
前
後
を
澄
観
、
宗
密
、
神
会
の
引
用
文
に
よ
り
囲
い
、
そ
し
て
無
念
や
頓
悟
漸
修
（
荷
沢
宗
）
を
入
れ
込

む
こ
と
に
よ
り
、
李
通
玄
と
荷
沢
宗
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

第
四
門
の
悟
修
漸
頓
を
示
す
で
は
、
悟
り
の
相
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、『
華
厳
経
行
願
品
疏
』、『
宗
鏡
録
』、『
安

心
法
門
』
等
か
ら
の
引
用
文
で
説
明
し
た
後
で
、
李
通
玄
の
『
新
華
厳
経
修
行
次
第
決
疑
論
』
が
引
用
さ
れ
る
。

如
レ
斯
之
文
非
レ
一
。
是
則
証
悟
之
心
相
也
。
祖
々
対
レ
幾
方
便
開
示
、
言
離
二
象
外
一
、
意
出
二
繋
表
一
。
皆
是
以
二
称
真
離
着
之
心
一
、

顕
二
即
レ
相
忘
レ
相
之
旨
一
也
。
―
如
レ
是
了
二
知
心
性
一
已
、
細
習
学
入
二
禅
法
一
、
方
安
二
処
閑
林
一
宴
二
坐
静
室
一
、
須
二
忘
レ
詮
会
一
レ
旨
。

故
決
疑
論
第
二
云
、
此
非
二
放
蕩
一
、
性
亡
思
念
都
尽
、
以
二
正
定
相
応
一
方
知
也
。
不
レ
在
二
情
識
斟
酌
一
云
々
。
然
後
雖
レ
有
二
万
種

紛
動
之
中
一
、
随
レ
事
防
レ
心
不
レ
染
世
法
、
常
遊
二
法
理
一
不
レ
失
二
止
観
一
。
先
師
教
二
授
修
行
肝
要
一
、
唯
在
レ
此
矣
。（
鎌
旧
三
九
八

上
七
～
一
三
）

―
こ
の
よ
う
に
心
の
性
を
知
り
至
っ
て
禅
法
に
入
り
、
は
じ
め
て
閑
林
に
落
ち
着
き
静
か
な
部
屋
に
宴
坐
し
て
、
詮
を
忘
れ
て
旨
を
会

す
べ
き
で
あ
る
、
だ
か
ら
『
決
疑
論
』
に
「
こ
れ
は
放
蕩
な
の
で
は
な
く
、
性
が
亡
ん
で
思
念
が
す
べ
て
尽
き
て
正
し
い
禅
定
を
も
っ
て

は
じ
め
て
知
る
。
情
識
を
適
当
に
処
置
す
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
と
す
る
。
こ
こ
で
は
『
決
疑
論
』
は
諸
々
の
引
用
文
の
一
つ
と
し
て

当
た
り
障
り
の
な
い
引
用
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
よ
り
李
通
玄
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、
澄
観
・
宗
密
等
の
教
説
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
に
よ
り
、
意
図
的
に
李
通
玄
を
荷
沢
宗
あ

る
い
は
禅
宗
と
関
連
づ
け
る
営
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
第
二
門
の
教
外
別
伝
を
弁
ず
る
で
は
、
最
初
に
教
外
別
伝
を
端
的
に
述
べ
る
の
に
、
明
恵
が
禅
観
修
行
に
用
い
た
『
達
摩
多
羅
禅

経）
（1
（

』
が
使
わ
れ
る
。

第
二
弁
二
教
外
別
伝
一
者
、
禅
経
序
云
、
禅
定
之
門
此
是
阿
難
曲
承
二
旨
詔
一
。
遇
非
二
其
人
一
、
則
幽
関
莫
レ
闢
、
罕
レ
窺
二
其
庭
一
。
若

得
レ
意
亡
レ
言
、
途
中
授
与
云
々
。（
中
略
）
又
達
磨
大
師
始
来
二
漢
地
一
、
恵
可
禅
師
問
云
、
此
法
有
二
何
文
字
教
典
習
学
一
。
大
師
答
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云
、
我
法
以
心
伝
心
不
立
文
字
、
則
仏
々
手
二
授
斯
旨
一
、
祖
々
相
二
伝
此
心
一
云
々
。
依
二
此
等
文
一
称
二
教
外
別
伝
一
。（
鎌
旧

三
九
二
下
一
七
～
三
九
三
上
一
）

『
達
摩
多
羅
禅
経
』
の
序
で
「
禅
定
の
門
は
阿
難
が
つ
ぶ
さ
に
そ
の
旨
を
承
け
た
。
阿
難
で
な
け
れ
ば
奥
深
い
要
を
開
く
こ
と
は
な
く

そ
の
内
を
窺
う
こ
と
も
ま
れ
で
あ
る
。
意
を
得
れ
ば
言
葉
を
な
く
し
て
途
中
で
授
与
す
る
」
等
と
述
べ
る
の
を
、
そ
の
後
の
禅
宗
の
達
磨

と
恵
可
の
教
外
別
伝
、
不
立
文
字
の
伝
授
の
話
に
結
び
つ
け
て
い
る
。

本
書
は
、
主
に
澄
観
、
宗
密
の
理
論
に
よ
り
華
厳
に
禅
宗
を
包
摂
す
る
の
で
あ
る
が
、
証
定
は
明
恵
の
仏
光
三
昧
観
の
契
機
と
な
っ
た

李
通
玄
の
仏
光
観
、
及
び
明
恵
が
修
め
た
華
厳
の
禅
観
と
教
外
別
伝
の
禅
宗
を
結
び
つ
け
る
試
み
を—

—

十
分
で
あ
る
と
は
言
う
こ
と
が

で
き
な
い
が—

—

行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
恵
と
栄
西
が
実
際
に
面
識
が
あ
っ
た
か
否
か
は
確
証
が
な
く
、
二
人
の
出
会
い
に
関
す
る
説
話
は
十
三
世
紀
中
頃
に
な
っ
て
作
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
『
明
恵
上
人
行
状
』
の
明
恵
と
栄
西
に
関
す
る
説
話
に
は
以
下
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

建
仁
寺
の
住
僧
に
円
空
上
座
と
聞
へ
し
人
は
、
随
分
志
さ
し
深
く
し
て
、
仏
法
修
行
す
る
人
な
り
、
能
禅
定
を
修
へ
き
様
を
、
彼

長
老
に
問
申
た
り
け
れ
は
、
此
比
栂
尾
の
明
恵
上
人
こ
そ
、
定
学
の
功
つ
も
り
て
、
既
に
成
就
し
給
り
、
尋
訪
へ
き
よ
し
を
こ
そ
示

さ
れ
け
る
、
仍
彼
上
座
、
常
に
来
て
問
訊
奉
り
け
れ
は
、
上
人
示
云
、
凡
定
学
に
お
ひ
て
、
さ
ま
さ
ま
の
事
あ
れ
と
も
、
先
禅
定
を

修
す
る
に
、
三
の
毒
有
、
是
を
除
か
さ
れ
は
、
只
心
身
を
つ
か
ら
か
し
た
る
許
に
て
、
年
月
を
送
と
い
ふ
と
も
、
成
就
す
る
こ
と
有

へ
か
ら
す
、
喩
へ
は
砂
を
煮
て
飯
と
せ
ん
こ
と
を
求
か
こ
と
し
、
薪
を
そ
へ
力
お
尽
し
て
、
い
か
に
猛
火
を
用
ゆ
と
も
、
豈
や
は
ら

か
に
な
る
期
を
得
や
、
其
三
毒
と
は
、
第
一
睡
眠
、
第
二
雑
念
、
第
三
座
相
不
正
是
也
、
三
の
障
を
除
て
一
切
を
求
心
を
捨
は
て
ゝ
、

只
此
無
所
期
の
志
を
提
て
、
私
に
兎
角
あ
て
か
ふ
事
な
く
、
生
々
世
々
退
屈
せ
す
、
な
か
き
志
を
立
給
ふ
へ
し
、
仏
に
な
り
、
道
果

を
な
り
て
も
何
か
は
せ
む
、
全
く
私
の
望
を
持
給
ふ
へ
か
ら
す
、
只
此
法
師
か
詞
を
様
こ
そ
有
ら
め
と
お
も
ひ
給
へ
し
、
是
は
高
弁

か
私
の
言
に
あ
ら
す
、
先
年
紀
州
刈
磨
の
嶋
に
有
し
時
、
大
聖
文
殊
、
空
中
に
現
し
て
予
に
示
給
ひ
し
ま
ゝ
に
申
す
な
り
、
悲
む
へ
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し
、
此
比
は
か
様
に
修
す
る
人
の
な
き
に
や
、
末
法
末
法
辺
土
の
限
、
此
事
に
あ
り
と
そ
仰
せ
ら
れ
る
、（『
明
恵
上
人
資
料
』
一
、

五
二
七
～
五
二
九
頁
）

栄
西
の
弟
子
の
円
空
が
栄
西
に
言
わ
れ
て
明
恵
に
禅
定
に
つ
い
て
助
言
を
求
め
に
や
っ
て
き
た
が
、
明
恵
は
助
言
し
た
後
に
、
自
分
が

言
う
の
で
は
な
く
昔
紀
州
に
い
た
時
に
文
殊
菩
薩
が
空
中
に
現
れ
て
自
分
に
示
し
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
禅
宗
綱
目
』

（『
華
厳
仏
光
三
昧
観
冥
観
伝
』）
で
は
文
殊
や
普
賢
菩
薩
は
脇
役
で
あ
り
、
明
恵
は
弥
勒
菩
薩
か
ら
の
感
得
に
よ
り
禅
（
仏
光
三
昧
観
）

を
嗣
法
し
た
が
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
似
通
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
明
恵
の
禅
定
と
教
外
別
伝
の
禅
宗
が
同
じ
行

と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

『
明
恵
上
人
行
状
』
と
『
禅
宗
綱
目
』
は
成
立
年
代
が
ほ
ぼ
同
時
代
で
あ
り
、
明
恵
と
禅
宗
を
結
び
つ
け
る
言
説
が
こ
の
頃
起
こ
っ
た

可
能
性
が
あ
ろ
う
。
明
恵
と
禅
宗
と
の
結
び
つ
き
は
そ
の
後
の
南
北
朝
期
や
室
町
時
代
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く）

（1
（

。

六
　
南
都
で
の
禅

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
禅
宗
の
興
隆
は
南
都
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
蓑
輪
顕
量
に
よ
る

研
究
が
あ
る）

1（
（

。
蓑
輪
に
よ
れ
ば
十
三
世
紀
中
頃
、
東
大
寺
の
中
で
禅
観
の
復
興
が
戒
壇
院
を
中
心
に
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は

蓑
輪
の
研
究
に
よ
っ
て
、
円
照
と
凝
然
に
関
し
て
そ
の
実
状
を
窺
い
た
い
。

円
照

『
聖
一
国
師
年
譜
』
に
は
、

（
建
長
）
三
年�

師
五
十
歳
。
戒
壇
院
円
照
（
実
相
房
）
受
禅
戒
・（
仏
全
九
五
、一
三
八
上
）

円
照
が
円
爾
に
よ
り
禅
戒
を
受
け
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、『
円
照
上
人
行
状
』
に
は
、
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禅
・
教
・
律
三
、
唯
在
二
一
身
一
。
非
二
是
別
宗
別
行
之
法
一
。
不
レ
兼
レ
之
者
、
非
二
真
仏
子
弟
子
一
。
兼
二
通
之
一
者
、
名
二
真
学
者
一
。

是
故
自
身
所
レ
学
所
レ
行
、
兼
包
貫
括
、
無
レ
不
二
譜
練
一
。
昼
講
二
律
部
一
、
夜
澄
二
自
心
一
、
証
二
悟
覚
性
一
。（『
円
照
上
人
行
状
』、
三

頁
下
）

禅
と
教
と
律
の
三
つ
は
一
つ
の
身
体
に
あ
る
も
の
で
、
別
宗
、
別
行
の
法
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
兼
ね
な
い
者
は
本
当
の
仏
弟
子
と
は
言

え
な
い
と
い
う
。

中
世
東
大
寺
の
僧
侶
、
特
に
遁
世
門
の
僧
侶
に
は
、
基
本
的
に
戒
・
定
の
遵
守
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
円
照
は
戒
壇
院
に
お
い
て
は
定

慧
に
お
い
て
は
天
台
を
学
び
、
止
観
の
坐
禅
を
弘
め
る
の
が
よ
い
と
語
っ
て
い
た
が
、
以
下
の
『
円
照
上
人
行
状
』
の
記
述
に
よ
る
と
天

台
の
禅
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

真
言
、
諸
根
具
足
、
万
徳
円
満
、
禅
法
、
無
相
無
念
、
無
レ
有
二
目
鼻
一
。（『
円
照
上
人
行
状
』、
四
頁
下
）

目
鼻
が
無
い
と
い
う
の
は
遮
詮
の
表
現
（
否
定
表
現
）
で
あ
る
。『
宗
鏡
録
』
に
は
遮
詮
、
表
詮
（
肯
定
的
に
表
現
す
る
こ
と
）、
廃
詮

（
言
葉
を
用
い
ず
に
表
現
す
る
こ
と
）
が
紹
介
さ
れ
る
が
、『
円
照
上
人
行
状
』
に
記
さ
れ
る
遮
詮
の
表
現
は
、
禅
宗
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
東
大
寺
で
は
元
々
修
禅
の
伝
統
が
あ
っ
た
が
、
中
世
に
お
い
て
禅
が
再
び
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る）

11
（

。

凝
然

凝
然
は
円
照
の
弟
子
で
八
宗
兼
学
の
学
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
以
下
に
よ
る
と
、

（
凝
然
）
随
聖
守
上
人
、
伝
二
真
言
天
台
一
、
談
レ
義
伝
二
禅
法
一
。（『
伝
律
図
源
解
集
』
仏
全
一
〇
五
、一
〇
八
上
）

談
義
な
ど
を
通
じ
て
の
修
学
以
外
に
も
禅
法
の
修
得
を
行
っ
て
い
た
。

凝
然
の
『
華
厳
法
界
義
鏡
』
に
は
、
禅
宗
の
影
響
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
箇
所
が
あ
る
。
観
行
に
つ
い
て
述
べ
る
所
で
は
、

今
、
華
厳
宗
別
教
一
乗
は
、
正
し
く
定
学
を
詮
わ
し
、
専
ら
心
観
を
明
か
す
。
観
行
の
方
法
、
た
だ
こ
の
経
に
在
り
。（
中
略
）
皆

是
れ
一
乗
海
印
三
昧
の
所
現
の
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
即
ち
是
れ
定
心
、
定
用
の
致
す
と
こ
ろ
な
り
。（
鎌
旧
、
二
四
七
頁
）
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『
華
厳
経
』
の
全
体
が
最
初
か
ら
最
後
ま
で
「
定
学
」
を
表
す
経
典
で
あ
り
、
経
典
を
実
際
に
読
誦
す
る
の
も
定
の
意
を
離
れ
な
い
と
述

べ
て
い
る
。

三
聖
観
の
説
明
で
は
、

是
の
如
く
諸
門
は
、
一
念
の
心
に
在
り
。
念
念
に
心
を
観
ず
る
、
功
行
い
よ
い
よ
大
な
り
。
も
し
こ
の
観
と
契
合
相
応
せ
ば
、
目
に

触
れ
、
境
に
対
し
て
、
刹
那
刹
那
に
常
に
三
聖
お
よ
び
十
方
の
諸
仏
菩
薩
を
見
る
。
一
即
一
切
な
る
が
故
に
。
心
境
無
二
な
る
が
故

に
。（
鎌
旧
、
三
五
七
～
三
五
八
頁
）

「
一
念
の
心
に
在
り
。
念
念
に
心
を
観
ず
る
」
な
ど
の
表
現
は
達
磨
禅
と
の
親
近
性
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
で
あ
り
、
禅
宗
の
影
響
を
受
け

て
い
る
様
子
が
窺
い
知
れ
る
。

以
上
、
蓑
輪
の
研
究
に
よ
り
円
照
、
凝
然
と
禅
宗
と
の
関
わ
り
を
み
て
き
た
。
南
都
復
興
に
活
動
し
た
遁
世
門
の
多
く
が
、
京
都
の
東

福
寺
の
円
爾
の
影
響
に
よ
り
『
宗
鏡
録
』
を
介
す
る
な
ど
し
て
達
磨
禅
に
関
心
を
示
し
て
い
た
事
実
が
あ
っ
た
の
で
あ
る）

11
（

。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
凝
然
の
『
華
厳
法
界
義
鏡
』
巻
下
に
は
明
恵
の
弟
子
と
し
て
証
定
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
ま
さ
し
く
証
定
も
そ

う
い
う
渦
中
に
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
渦
中
の
状
況
が
『
禅
宗
綱
目
』
の
冒
頭
の
「
今
時
禅
門
紛
綸
是
非
多
端
」
で
あ
っ
た
。
南
都
に
お

い
て
戒
定
慧
の
禅
定
と
教
外
別
伝
の
禅
宗
の
関
係
に
関
し
て
様
々
な
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

証
定
は
、
南
都
に
於
け
る
華
厳
と
禅
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
禅
宗
は
教
（
華
厳
）
の
伝
統
の
中
に
あ
り
、
師
で
あ
る
明

恵
の
華
厳
仏
光
三
昧
観
は
禅
宗
の
禅
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
『
禅
宗
綱
目
』
を
書
き
表
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

七
　
ま
と
め

『
禅
宗
綱
目
』
は
華
厳
宗
と
禅
宗
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
証
定
が
華
厳
宗
の
立
場
か
ら
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
、
第
一
門
の
教
禅
同
異
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か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
証
定
は
全
体
と
し
て
は
華
厳
が
禅
を
包
摂
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
教
禅
一
致
を
主
張
し
て
い
る
。

証
定
は
、主
に
澄
観
・
宗
密
系
の
中
国
華
厳
の
教
禅
一
致
説
を
援
用
し
（
円
爾
が
講
義
を
行
っ
た
『
宗
鏡
録
』
を
補
う
こ
と
に
も
な
る
）、

華
厳
宗
の
立
場
を
主
張
し
つ
つ
、
洪
州
宗
系
の
円
爾
（
聖
一
派
）
の
禅
宗
と
も
融
和
し
て
い
く
こ
と
を
図
り
な
が
ら
、
自
身
の
師
で
あ
る

明
恵
の
禅
定
（
禅
観
）
を
教
外
別
伝
の
禅
宗
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
聖
一
派
の
円
爾
に
よ
る
禅
宗
の
興
隆
が
あ
り
、
特
に
南
都
の
遁
世
門
に
於
い
て
伝
統
的
に
あ
っ
た
戒
定
慧
の
三
学
の

定
の
修
禅
と
禅
宗
の
関
係
に
つ
い
て
理
論
付
け
る
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

中
国
で
は
荷
沢
宗
と
洪
州
宗
と
い
う
唐
代
の
別
の
系
統
に
属
す
る
禅
宗
が
、
日
本
に
お
い
て
は
『
宗
鏡
録
』
を
媒
介
と
し
て
重
な
り
、

ま
た
『
宗
鏡
録
』
は
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
た
。『
宗
鏡
録
』
は
達
磨
宗
（
能
忍
系
）
も
援
用
し
て
お
り
、
日
本
の
禅
宗

の
展
開
に
於
い
て
果
た
し
た
役
割
は
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
証
定
は
払
迹
顕
理
に
よ
り
、
頓
悟
頓
修
を
無
念
無
修
の
裏
返
し
で
あ

る
と
す
る
こ
と
で
洪
州
禅
と
荷
沢
禅
の
接
点
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
日
本
の
禅
宗
は
中
国
の
禅
宗
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
別
の
も
の
を
醸

成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
他
方
を
否
定
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
認
め
合
い
な
が
ら
浸
透
、
発
展
し
て
い
く
あ
り
方
は
、
十
三
世
紀

に
お
け
る
禅
宗
（
禅
思
想
）
の
展
開
方
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

証
定
は
明
恵
の
禅
定
（
禅
観
）
と
教
外
別
伝
の
禅
宗
を
十
分
な
理
論
に
よ
り
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
は
言
い
が
た
い
が
、
本
書

は
そ
の
後
の
明
恵
と
禅
宗
の
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

日
蔵
…
日
本
大
蔵
経
、
鎌
旧
…
鎌
倉
旧
仏
教
（
岩
波
思
想
大
系
）、
禅
宗
誌
―
『
禅
宗
』
誌
二
一
○
号
（
貝
葉
書
院
、
一
九
二
二
年
所
収
、

底
本
―
寛
政
二
年
写
本
）
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茂
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＊�

本
研
究
に
あ
た
り
、
千
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（
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澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所
研
究
員
）
よ
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参
考
文
献
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介
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い
た
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借
り

し
て
感
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を
表
し
た
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(E
ndnotes)

（
1
）�

大
屋
徳
城
「
禅
宗
綱
目
の
出
現
と
其
の
思
想
上
の
背
景
」

（『
日
本
仏
教
史
の
研
究
』
二
、一
九
二
八
）

（
2
）�

鎌
田
茂
雄
「『
禅
宗
綱
目
』
に
お
よ
ぼ
し
た
宗
密
の
影
響
」

（『
宗
密
教
学
の
思
想
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
五
）

（
3
）�

高
柳
さ
つ
き
「『
禅
宗
綱
目
』
の
思
想
史
的
系
譜
」（「
印

度
学
仏
教
学
研
究
」
一
三
二
号
、
二
〇
一
四
）

（
4
）�

大
屋
前
掲
論
文

（
5
）�

鎌
田
前
掲
論
文

（
6
）�
高
柳
さ
つ
き
「
日
本
中
世
禅
の
見
直
し—

—

聖
一
派
を
中

心
に
」（『
思
想
』
九
六
〇
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
）

（
7
）�
高
柳
前
掲
論
文
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（
8
）�『
中
世
禅
籍
叢
刊
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
三
～
）
の
成
果

に
よ
る
。

（
9
）�
彼
秘
伝
＝
『
華
厳
仏
光
三
昧
観
冥
感
伝
』（
日
蔵

七
四
、一
〇
四
下
）。

（
10
）�『
華
厳
仏
光
三
昧
観
冥
感
伝
』
で
は
「
依
弥
勒
菩
薩
威
神

遂
感
得
此
禅
法
。
何
者
予
承
久
三
年
夏
六
月
。
依
円
覚
経

普
眼
章
坐
禅
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
は
弥
勒
菩
薩

に
よ
る
感
得
が
承
久
三
年
夏
六
月
で
は
な
く
承
久
二
年
夏

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

（
11
）�

こ
の
前
に
は
「
問
曰
。
然
者
従
誰
人
相
承
得
二
此
法
一
乎
。

答
言
。
或
依
二
知
識
一
或
依
二
経
巻
一
即
上
所
レ
引
教
理
是
高

祖
伝
来
証
文
也
」
と
あ
る
。

（
12
）�

小
川
隆
は
、
一
見
正
反
対
の
如
く
で
あ
る
が
、
言
っ
て
い

る
こ
と
が
実
は
同
じ
こ
と
の
裏
表
で
あ
る
「
即
心
即
仏
」

（
表
詮
）
＝
「
非
心
非
仏
」（
遮
詮
）
の
考
え
方
の
根
拠
と

し
て
、『
臨
済
録
』
示
衆
に
見
ら
れ
る
「
得
者
是
不
得
（
得

る
こ
と
は
得
な
い
こ
と
で
あ
る
）」（
大
正
四
七
・
五
〇
二

上
）
に
注
目
す
る
。
五
代
の
頃
あ
え
て
遮
詮
を
使
う
こ
と

が
流
行
っ
た
た
め
、『
宗
鏡
録
』
に
は
「
即
心
即
仏
是
其

表
詮
、
直
表
示
其
事
、
令
親
証
自
心
、
了
了
見
性
。
若
非

心
非
仏
、
是
其
遮
詮
、
即
護
過
遮
非
、
去
疑
破
執
。---

今

時
学
者
、
既
無
智
眼
、
又
闕
多
聞
、
偏
重
遮
非
之
詞
、
不

見
円
常
之
理
。
奴
郎
莫
辯
、
真
偽
何
分
？
」（
大
正
・

二
五
・
五
六
〇
上
～
中
）
と
延
寿
が
憂
慮
す
る
一
文
が
あ

る
。（
小
川
隆
『
語
録
の
こ
と
ば�

唐
代
の
禅
』
禅
文
化
研

究
所
、
二
〇
〇
七
）

（
13
）�

宗
密
は
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
で
は
、
禅
の
教
判
の
三
宗

（
息
妄
修
心
宗
、
泯
絶
無
寄
宗
、
直
顕
心
性
宗
）
の
う
ち
、

洪
州
宗
と
荷
沢
宗
を
共
に
最
上
位
の
直
顕
心
性
宗
と
す
る

が
、
宗
密
は
荷
沢
宗
に
好
意
的
で
あ
る
。
証
定
の
『
禅
宗

綱
目
』
で
の
二
宗
の
捉
え
方
は
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
を

踏
襲
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）�

本
書
は
原
典
の
所
在
が
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、禅
宗
誌『
禅

宗
』
誌
二
一
○
号
（
貝
葉
書
院
、
一
九
二
二
年
所
収
、
底

本
―
寛
政
二
年
写
本
）
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
だ
が

凝
然
の
『
八
宗
綱
要
』
と
ほ
ぼ
同
年
代
に
禅
と
浄
土
を
加

え
た
十
宗
に
つ
い
て
禅
を
頂
点
と
し
密
教
を
次
に
置
く
教

判
を
行
う
内
容
は
、
円
爾
も
し
く
は
聖
一
派
の
思
想
と
し

て
扱
っ
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
円

爾
も
し
く
は
聖
一
派
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
扱
う
。
和
田
有

希
子
「『
十
宗
要
道
記
』
解
題
」
参
照
（『
聖
一
派��

中
世

禅
籍
叢
刊��

第
四
巻
』、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
）。

（
15
）�

他
に
も
『
華
厳
仏
光
三
昧
観
冥
感
伝
』
の
文
中
で
は
「
依

二
弥
勒
大
聖
威
神
一
感
二
得
之
一
也
。
良
以
十
二
白
光
神
為
二

禅
門
主
一
令
レ
得
レ
見
二
弥
勒
菩
薩
一
。
禅
経
中
又
勧
二
禅
門

行
者
一
令
レ
念
二
弥
勒
菩
薩
一
。
予
年
来
願
二
弥
勒
値
遇
一
。
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是
故
弥
勒
菩
薩
垂
二
加
被
一
令
レ
念
二
得
此
三
昧
法
門
一
也
」

（
日
蔵
七
四
、一
一
〇
上
七
～
一
〇
）
と
述
べ
る
。

（
16
）�
大
屋
前
掲
論
文
、
田
中
久
夫
『
人
物
叢
書��

明
恵
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
一
）、
船
岡
誠
「
明
恵
の
禅
定
思
想
」

（『
院
政
期
の
仏
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
）
等
。
船

岡
は
明
恵
の
禅
定
を
「
明
恵
の
行
動
様
式
に
は
現
実
の
世

界
を
飛
び
越
え
て
、
直
接
、
仏
菩
薩
の
世
界
に
参
入
す
る

傾
向
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
禅
宗
の
師
資
相
承
の
世
界

を
飛
び
越
え
て
、
直
接
、
弥
勒
か
ら
禅
法
を
相
承
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
評
す
。

（
17
）�

大
正
一
五
、三
四
二
上
二
五
～
三
四
二
中
一
。

（
18
）�

大
屋
前
掲
論
文
。『
日
本
仏
教
史
の
研
究
』二
、五
〇
九
頁
。

（
19
）�

宗
密
は
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
で
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
を

北
宗
禅
と
同
じ
息
妄
修
心
宗
に
分
類
し
て
い
る
。

（
20
）�

例
え
ば
『
禅
宗
法
語
』（
金
沢
文
庫
蔵
、南
北
朝
時
代
写
本
）

で
は
、
明
恵
、
心
地
覚
心
、
夢
窓
疎
石
に
ま
つ
わ
る
法
語

が
一
連
の
禅
の
仮
名
法
語
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
拙
論
「『
禅
宗
法
語
』
解
題
」『
稀
覯
禅
籍
集�

中
世
禅
籍

叢
刊
第
十
巻
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
七
）。『
達
磨
相
承
一

心
戒
儀
軌
』（
松
ヶ
岡
文
庫
蔵
、
室
町
時
代
写
本
）
に
は
、

明
恵
が
文
殊
菩
薩
よ
り
直
接
授
か
っ
た「
持
戒
清
浄
印
明
」

を
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。

（
21
）�

蓑
輪
顕
量
「
寺
僧
と
遁
世
門
の
活
躍
―
―
戒
律
・
禅
・
浄

土
の
視
点
か
ら
」（『
論
集
中
世
東
大
寺
の
華
厳
世
界
』
東

大
寺
、
二
〇
一
四
）。

（
22
）�『
円
照
上
人
行
状
』
に
は
「
宗
密
禅
師
作
二
禅
源
諸
詮
都

序
二
卷
一
、
照
公
翫
レ
之
、
晝
夜
研
覈
」（
続
々
群
書
類

従
三
・
四
八
二
下
）
と
、
円
照
が
『
禅
源
諸
詮
都
序
』
を

学
ん
で
い
た
記
述
が
あ
る
。

（
23
）�

他
に
南
都
で
円
爾
禅
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
し
て
良
遍

の
『
真
心
要
決
』
が
知
ら
れ
る
。
近
年
の
研
究
で
は
良
遍

が
直
接
円
爾
の
『
宗
鏡
録
』
の
講
義
を
受
け
た
か
は
定
か

で
は
な
い
も
の
の
『
真
心
要
決
』
に
用
い
ら
れ
る
「
真
心
」

「
不
観
之
観
」「
和
会
」「
廃
詮
」「
心
外
無
法
」
な
ど
は
、『
宗

鏡
録
』
に
も
用
い
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
影
響
は
あ
る
よ
う

で
あ
る
。（
蓑
輪
顕
量
「
良
遍
の
『
真
心
要
決
』
と
禅
」「
印

度
学
仏
教
学
研
究
」
一
二
九
号
、
二
〇
一
三
）
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